
農協を取り巻く環境が，今また大きく変
わろうとしている。まず，外部環境として
グローバル化の進展や他業態との競争が一
段と強まったことや，農業構造改革の下で
農協と農政とのかかわりが，従来のものと
大きく変化しつつあること等である。
もう一つは，内部環境として農協の理

念・目的と組織・事業・運営（経営）の実
態との乖離がもはや覆い難くなってきたこ
とである。
こうした状況下，中長期，かつ広角的視

点で問題に接近しようと，農協共済総合研
究所内に設けられたのが「これからの農協
を考える研究会」（座長 生源寺眞一東大教授）
である。本書はその研究会（04年６月～06
年７月，都合16回開催）における報告，検
討をベースにした論文集であり，延べ16名
が執筆している。
本書の構成は，序章「現代日本の農協問

題」に始まり，全体では３部，16章の構成
である。序章は，座長である生源寺（敬称
略，以下同様）が，研究会で提起された問
題を素材に，取り上げ切れなかった視点を
補足しつつ，理念，組織，経営，自己決定
力といった４つの範疇から今日の農協問題
を整理・総括し，その所在を鳥瞰している。
ここでは，農協が協同組合としての自発

的な組織体と事業を行う企業体の二面性に
加えて，その生い立ち上，地縁社会を背負
った形で展開せざるを得なかった歴史的な
事情やその功罪にふれている。そして，こ
れからの農協の基本的方向は，あえて特定
のモデルを想定しないが，協同組合本来の

組合員の自由意志によって事業の領域，内
容について決めていける，多様でかつ自己
決定力を有する農業分野の新たな協同組合
の創造にある，と明言している。
次に各論をなす各部・章の内容について，

紙幅の都合もあるが簡単に触れてみたい。
第Ⅰ部「農協が直面する課題」では，直

面する課題を今日的視点から分析する。１
章「農協改革の課題」（石田正昭）は，自主
性が協同組合の命綱であり，利用者が組合
員となるユーザーシップ型を基本に，ニー
ズの多様化を踏まえ複合型協同組合への転
換が提起される。２章「集落営農の法人化
など農業構造改革による組合員の専門分化
と組合員組織の再編」（森剛一）は，営農面
から組合員の専門分化が進展するなかで，
利害関係者ごとに組織化（法人化）をすす
め，その組織の組合員化を提起する。３章
「部門別採算性の確立視点から」（坂内久）
は，事業部門別採算性の確立が現実の問
題・課題を映し出す鏡であり，組合員の理
解と参加を促すとともに，経営組織論で言
う分権・委譲の基礎をなすとする。
４章「子会社化の動向とこれからの農協

の姿」（増田佳昭）は，1970年前後から増
加した協同会社（子会社）が，農協（連合
会）の環境変化への適合過程で有力な手段
であったことを評価したうえで，組合員の
立場からのガバナンスの重要性を指摘して
いる。５章「農協会計制度の特徴と課題」
（齊藤敦）は，企業会計制度から農協会計に
接近し，その特質に言及するとともに，協
同組合の出資金はリスク・キャピタルであ
り「資本」に該当すると明言しているが，
返す刀で准組合員制度に対する疑問も提示
している。６章「連合会機能の評価と課題」
（渡辺靖仁）は，農協と共済連の機能分担の
現状と将来方向に触れ，共済の事業特性等
から農協群は窓口金融機関の性格が強ま
り，連合会は商品提供機能が今後一層問わ
れるとする。７章「農村地域自治組織の性
格と農協」（小田切徳美）は，第24回ＪＡ全
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国大会決議にある「地域づくりや地域社会
への貢献」の役割を農協が果たそうとすれ
ば，地域自治組織を農協組織の中に再設定
することの必要性を強調している。
第Ⅱ部「現代農協のポジション」では，

海外の協同組合の動向やそれとの比較で今
日の農協問題のポジションを措定する。
１章「日本の協同組合の法制度の特徴」

（関英昭）は，農協法が商法準拠に変化した
ことに伴うガバナンス面の変化やＥＵの協
同組合が市場競争激化のなかで機関構成を
どのように選択してきたかを明らかにす
る。２章「諸外国と日本の協同組合運動の
特徴」（栗本昭）は，欧米の農協がグローバ
ル化と競争激化のなかで，資本調達手段，
法人形態の多様化を進展させてきたこと，
さらに日本の生協との比較では，農協の特
質として政府，政治との結びつきの強さ，
依存性を強調する。
３章「強まる市場主義のなかでの協同組

合モデル」（田中久義）は，ＥＵ委員会によ
るＥＵ農協調査結果を踏まえ，単位農協の
規模拡大，連合会の簡素化・株式会社への
転換が進展していること，従来の対抗的協
同組合とは異なった「企業家的協同組合」
の増加の背景とその特質に言及している。
４章「日本の農協論の現状と課題」（川村
保）は，近代経済学による農協理論研究を
内外から跡付け，規模や範囲の経済性，各
種指標による効率性・生産性分析を実践的
な戦略に生かしていくことを提言する。
第Ⅲ部「協同組合の多様な展開」は，現

場からの問題提起である。１章「将来像を
見据えた『周南農協の事業展開とその背
景』」（金子光夫）は，広域合併ゆえに敢え
て旧本所を単位にした「地域事業部制」に
よる高密度狭域の事業の実践報告である。
２章「横浜農協の事業展開とその考え方」
（中村博邦）は，収益のほとんどが信用・共
済部門で占められる都市農協で，農協の使
命として都市農業を守る意義を明らかにす
る。

３章「集落水田ビジョン策定による担い
手の明確化と支援活動の展開」（大和章利，
花巻）は，農政と組合員の狭間に立ち，組
合員の営農と地域農業の将来を考える農協
現場からの報告である。４章「和郷園の活
動と農協のあり方への提言」（木内博一，千
葉）は，青果物販売等（直取引）を行って
いる農事組合法人の事業活動を通じて，農
協は多様な組合員の集合であり合意形成が
困難である以上，ソフト事業（コーディネ
ート機能）に徹するべきだと提言する。
敢えて長々と濃淡をつけずに紹介したの

は，評者に快刀乱麻のごとき資質がないの
はもとより，結論を求めず，議論に資する
という本書の意図に由来する。
とはいえ，本書全体からにじみ出てくる

農協の方向性について，誤解を恐れずに言
えば，協同組合を実質的に維持しつつ，各
事業形態はその特性（専門性，雇用，マーケ
ット志向）や迅速な意思決定と責任の明確
化を勘案し，子会社，ミニ協同組合等，柔
軟に選択する。農協本体は，地域性・総合
性を有した持ち株組合的性格を持たせ子会
社等を統治する，ということになろうか。
所感になってしまうが，競争の激化と株

式会社化（資本結合）の流れは，今や大き
なうねりとなっている。しかしだからこそ，
その対極に非営利（人的結合）の世界も相
対的に一層明らかになってくる。
本書ではあまり触れられていない欧州の

社会的経済をめぐる動向や，公共セクター
によるサービスの後退に伴う新たな「格
差・貧困問題」，医療・福祉・介護等のライ
フ・ラインを誰が担っていくのかも，これ
からの協同組合の新たな役割を創造してい
く上で欠くことのできない視点であろう。
そこでは，協同組合性（原則）の堅持は

譲れない線と考えられる。
――農林統計協会　2007年３月

3,600円（税別）344頁――

（（財）農村金融研究会専務理事
木原　久・きはらひさし）
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